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IU-REAL異分野融合・新分野創出プログラム 

２０２６年度 共同研究公募要領 
 

１．事業の趣旨 

本事業は、大学共同利用研究教育アライアンス（IU-REAL）の枠組みのもと、４

つの機構が連携し、法人や専門分野の垣根を越えて、新たな学際的研究の創出を促

進することを目的としています。多様な研究分野の研究者が自由な発想で協働する

ことで、革新的な研究の展開を期待します。 

 

本プログラムでは、2026年度から 2027年度にかけての２年間に実施される共同

研究の提案を募集します。異なる機構や研究分野の連携を通じて、新たな研究領域

の開拓や既存分野の深化を目指しており、特に分野横断的な融合や協働によって、

従来の枠組みにとらわれない革新的な研究の展開を強く期待しています。新たな研

究領域の創出、または既存分野の高度化に資する可能性を持つ、発展性・成長性の

高い研究課題を歓迎します。 

 

２．研究期間 

２０２６年度から２０２７年度（２年間） 

（２０２６年度末には、採択された研究課題の進捗状況を確認し、実績報告書にお

いてその達成状況を報告・提出していただきます。提出された報告に基づき評価が

行われ、その結果によっては、次年度予算の減額や研究の中止などの措置が講じら

れる場合があります。） 

 

３．申請金額 

１課題あたり年間上限１，０００万円までとします。 

採択額は、審査結果に基づき通知します。 

※予想し得なかったやむを得ない事由に基づき研究期間内に執行が完了しない見

込みとなった場合においても、当該経費を翌年度に繰り越して使用することは

できません。 

 

４．採択予定数 

２件程度 

 

５．申請書の提出方法等 

（１）申請期間 

２０２５年１０月３１日（金）１７時までとします。 

（２）提出方法 

申請者は、所属機構長の了承を得て、（１）申請期間中に、各機構の事務担

当より電子メールにて以下の送付先に送付してください。 
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【申請書送付先】 

自然科学研究機構 事務局研究協力課研究支援係 

nins-kenkyu@nins.jp 
 

６．審査等 

本課題は、異分野融合・新分野創出プログラム運営委員会が「申請書」に基づ

き、書面審査及びヒアリング審査により行い、その結果を踏まえて研究力強化部会

が採択課題を決定する。 

（１）審査 

①  書面審査 

 ２０２５年１１月予定 

②  ヒアリング審査 

２０２５年１２月予定 

③  選定決定 

２０２６年１月予定 

（２）審査の着目点 

① 研究目的・目標について 

柔軟な発想や斬新な手法により、機構間連携研究のさらなる深化・発展が

図られているか。また、新たな研究領域の創出や既存分野の高度化に資す

る発展性・成長性を有しているか。 

② 研究連携体制について 

複数の機構に所属する職員が共同研究者として参画し、分野融合型の研究

が実施可能な連携体制となっているか。 

③ 研究概要について 

研究の内容が具体的であり、設定された期間内での実現可能性が高く、社

会的インパクトや将来的な波及効果が期待される内容であるか。 

④ 中・長期的波及効果について 

中・長期的な視点から見て、新たな分野の創成などに発展しうる波及効果

が見込まれるか。また、本研究に関連して、研究期間終了後（2027年度

末）に期待される社会的・学術的な効果や波及について、明確な方向性が

示されているか。 

⑤ 経費について 

研究の目的や概要との整合性が取れており、経費の内容や配分が妥当である

か。 

 

（３）審査結果の通知 

① 審査結果に基づく採択、不採択については、各申請者に文書で通知いた

します。（２０２６年１月予定） 

（４）IU-REALフロンティアコロキウム 
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① 採択されたプログラムの研究代表者（PI）は、2026年 1月〜2月に開催予

定の IU-REALフロンティアコロキウムにおいて、研究計画の紹介を行って

いただきます。 

② 2026年度および 2027年度にそれぞれ開催予定の IU-REALフロンティアコロ

キウムにおいて、進捗報告および実績報告を行っていただきます。 

 

７．経費執行 

研究代表者は、研究経費の予算管理を行うとともに、必要な経費を共同研究者の

所属する機関に配分することができるものとします。本課題における経費は、研究

代表者の申請に基づき配分された機関の会計規則等に基づいて執行してください。

また、備品等管理が必要な物品については、納品された機関において管理を行うも

のとします。 

その他、経費執行に関し必要な事項については、研究代表者の責任のもと、関係

機関と協議して決定するものとします。 

① 物品費（設備備品費、消耗品費） 

設備備品及び消耗品を購入するための経費 

② 旅費 

申請代表者、共同研究者の海外・国内出張及び招へいのための経費 

③ 謝金等 

研究への協力（資料整理、実験補助、翻訳・校閲、専門的知識・技術の提供

等）をする者に対し、謝金、報酬、派遣業者への支払いのための経費 

④ その他 

①～③の経費のほか、当該研究を実施するための経費 

（例；通信費、運搬費、会議費（アルコール類を除く。）、印刷費、製本費な

ど） 

 

８．実績報告について 

 研究課題に関する実績報告書をご提出いただくとともに、実績報告会の実施を予

定しています。なお、実施報告書および実績報告会（IU-REALフロンティアコロキ

ウムでの報告をもって代える場合あり）に関する詳細は、採択者へ個別にご連絡い

たします。 

 

９．その他 

（１）本課題の研究代表者は、１から４に記載している事項のほかに、知的財産権

や個人情報の取り扱い等については、各々の事項において適用される法律及

び研究代表者の所属する機関における規程等に従うものとし、必要事項につ

いては、関係機関の合意により決定するものとします。 

（２）IU-REAL構成機関外の研究者が共同研究者として参画することは可能です。

ただし、当該共同研究者の所属機関へ経費を配分することはできません。 
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（３）研究代表者が IU-REAL構成機関外へ異動する場合には、事前に異分野融合・

新分野創出プログラム運営委員会に報告するとともに、同委員会による了承

を条件として、IU-REAL構成機関内に所属する新たな研究代表者により、当

該課題を継続できるものとします。 

 

１０．お問い合わせ先 

本プログラムに関するご質問等がございましたら、下記までお問い合わせくださ

い。 

【お問合わせ先・相談窓口】 

自然科学研究機構 事務局研究協力課 

TEL：03-5425-1318 
FAX：03-5425-2049 
E-mail：nins-kenkyu@nins.jp 


